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こ
の
駅
前
広
場
は
計
画
的
に

作
ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
大
き

な
木
が
木
陰
を
作
り
、
間
に
は

余
り
背
丈
の
伸
び
な
い
木
が
植

え
て
あ
る
。

駅
の
先
、
西
口
の
側
に
も
超

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い

る
。
こ
の
絵
の
ず
っ
と
右
側
で

先
週
の
日
曜
ジ
ジ
通
信
五
八

四
号
で
は
駅
の
東
口
の
駅
前
広

場
か
ら
、
駅
の
東
側
に
拡
が
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
高

層
住
宅
を
描
い
た
。

今
号
で
は
反
対
に
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
側
か
ら
駅
の

方
、
東
に
向
か
っ
て
描
い
た
。

は
高
層
ビ
ル
の
建
築
中
だ
。

今
、
個
人
住
宅
の
空
き
家
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
も
空
室
が
目
立
つ
。
リ

モ
ー
ト
で
仕
事
を
す
る
今
日
、

こ
ん
な
に
オ
フ
ィ
ス
が
必
要
な

の
だ
ろ
う
か･･･

と
心
配
に
な
っ

て
し
ま
う
。

九
州
は
線
状
降
水
帯
で

河
川
が
氾
濫
、
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。
そ
の
線
状

降
水
帯
は
東
に
進
み
、
富

山
県
、
石
川
県
で
大
雨
被

害
を
も
た
ら
し
た
。

秋
田
、
山
形
で
猛
烈
な

雨
が
予
想
さ
れ
て
い
る
最

中
、
岸
田
首
相
は
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
、
カ
タ
ー
ル
訪
問

に
出
発
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
首
相
は｢

報

告
は
聞
い
た
。
必
要
な
指

示
は
し
た｣

と
応
じ
た
。

報
告
を
受
け
て｢

こ
れ

迄
の
九
州
や
富
山
、
石
川

の
大
雨
被
害
は
大
し
た
事

は
無
い
。
秋
田
の
大
雨
は

気
に
す
る
必
要
は
無
い｣

と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

｢

必
要
な
指
示｣

の
中
身

を
云
わ
な
い
の
に
は
呆
れ

る
。｢

何
が
今
必
要
な
の

か｣

大
所
高
所
か
ら
判
断

し
て
手
を
打
つ
の
が
首
相

の
役
割
だ
ろ
う
。

十
九
日
、
秋
田
県
知
事

は｢

激
甚
災
害
指
定
を
国

に
求
め
る｣

と
云
う
。
そ

ん
な
被
害
が
生
じ
て
地
方

自
治
体
が
助
け
を
求
め
る

の
を
待
つ
の
で
は
無
く

｢

各
地
方
自
治
体
は
特
別

の
対
策
を
雨
が
降
る
前
に

や
れ
。
金
は
国
が
出
す
。

被
害
が
生
じ
そ
う
な
所
、

救
援
が
必
要
に
な
る
か
も

知
れ
な
い
所
に
は
自
衛
隊

を
待
機
さ
せ
る｣

と
云
う

の
が
国
の
役
割
だ
ろ
う
。

地
球
温
暖
化

今
夏
の
異
常
な
暑
さ
は

地
球
温
暖
化
を
感
じ
る
。

急
い
で
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
を
抑
え
る
事
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

首
相
は
サ
ウ
ジ
等
と
脱

炭
素
化
技
術
の
連
携
を
図

る
と
云
う
が
、
脱
炭
素
の

裏
で
は
石
炭
火
力
発
電
所

を
建
設
中
。
炭
素
を
含
む
、

石
油
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
供
給
元

の
各
国
は
、
こ
の
人
の
云

う｢

脱
炭
素
な
ら｣

と
安
堵

し
た
の
で
は
な
い
か
？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

線状降水帯被害を横目に中東歴訪


